






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































9０５１１１ ｊｌｌｌ９３０１１､５２８１４．１４９１３６．８１１１９６０１８．１Ｇ r1 LJ 
３０６１８９９１１．８７４１４８Ｃ 5１１１９６１１８１８４ 
JＯ７１９８０１１．９６６１４９８ ３－Ｉｌｌｌ９６２ｌ８ 
JＯ８１890ＩＬＦ ９９４１３．７０４１２６８【１９６３１９．０４１１２４１１
907147-Ｆ ﾖ６４１９．９５４１２６９F 
ＤｌＬＯＯ４１１９８と 365110-3071” 
J3112.076149 ３－２１１１９６６１１０８０３旧Ｃ
３６７１１１２９ Ｈ】
即 ３６８１１３．８５９ ヨ１１．３３０１４．８(】
970116.196138.86Ｅ 
Source：Ｔ"ＢγｉｊｉＳｈＥｃｏ"o"z)'Ｋ`ySWzUj鉱iCS,l900-J970，London
(注)輸出と輸入からは再輸出が控除されている。
減を引起す程度も高いであろう。しかし、
かりに、国内投資増減と輸出増減とが、
全く無関係であったとしても、開放度の
高い経済では、国内投資に対する輸出の
比
率
は
高
く
、
し
た
が
っ
て
輸
出
増
減
は
、
直
ち
に
所
得
増
減
、
し
た
が
っ
て
、
輸
入
墹
減
を
引起し、国際収支の大幅かつ慢性的不均
衡は生じにくいことになる。開放度の低
い経済では、国内投資に対する輸出の比
率が低いので、たとえば輸出減に拘わら
ず、所得は仲を減少せず、したがって国
際収支の赤字が長期にわたって継続しう
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ところで、マキノソは、経済の開放度
を所与の前提として議論をすすめている
の
で
あ
る
が
、
歴
史
的
に
ゑ
て
、
経
済
の
開
放
度は、かなり大幅の変動をこうむってい
る
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
経
済
の
開
336 放度を何によって測定するのかは問題であるが、ここでは、（輸出十輸入）／国民所得の比率によって、これをは
かり、イギリスについてこの比率の一一○世紀における動きをぷて染よう。第一表が、この比率を示している。
承られる如く、一九二九年以后の開放度は、大体においてそれ以前より低くとくに、一九三○’三八年のそれ
は低い。最近になって開放度は上昇しつつあるが、一九一一一一年の五二・一一一％の水準には、まだほど遠い。
開放度が、このように大幅に変動するものであるとすれば、マキノンのように、それを所与のものとして立論す
ることは、いささか不適切なことになる。開放度を上昇させる要因がつよく勘らいている時には、固定為替相場が
適当であり、それを下降させる要因がつよければ、変動為替相場制が適当であるということになるであろうからで
ある。その上に、固定為替相場制そのものが、開放度を上昇させる作用を有するのであるから、問題は更に複雑に
いうまでもなく、各国が、自国内の完全雇用維持を主要な政策目標としながら、固定為替相場制を維持している
所に、矛盾が存在するわけであるが、世界経済の成長がつよい限り、この矛盾は表面化せず、固定為替相場制の下
で、国民所得と増加の開放度の上昇を実現しうるであろう。一九三○年から第二次大戦に至る時期のように、世界
経済の成長を阻害する強い力が働らいている時には、変動為替相場制又は貿易為替制限を伴なう固定為替相場制に
よって、国内所得維持をはからなければならないが、その結果、経済の開放度は低下し、固定為替相場制による貿
易と資本取引の自由は実現しがたいことになる。とすれば、固定為替相場制が円滑に機能しうる条件は、一応は生
産要素の移動可能性、経済の開放度、資本市場の統合に求められるとしても、以上一一一つの要因それ自身が、より本
質的な要因によって規定されるものであることを度外視するならば、この問題についての最終的な結論はえられな
あ
る
。
そ
の
上
』
なるであろう。（１） 
いであろう。
337国際収支と地域間収支
（１）ここでは、キーネソの主扱、すなわち、輸出の商品構成が多様化している経済にとっては、固定相場制度が適当であり、
モノカルチュァ的な経済にとっては変動為替相場が適当であるという主張は、一応度外視する。キーネンの主張それ自身は
正しいと思われるが、後進国にとっては変動為替相場制が適当であるということは、実は、国際金本位制の時代にもあては
まっていることである。通常の議論で固定為替相場制が問題になるのは、先進国間の国際通貨制度として、それが円滑に機
能しうる条件は何か、ということを問題としているのであるから、キーネソの議論は、いわばポイントを外れたものである。
輸出の商品概成が多様化している経済でなければ、固定為替相場制を維持しえないというのは固定為替相場制にとっての必
要条件でばあっても十分条件ではない。
（本論文は文部省の昭和四八年度科学研究助成金による研究の一部である）
